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参
議
院
議
員 

発行所 もとゆき会 
 
〒103-0007 
東京都中央区日本橋浜町 

2-35-7島鶴ビル 601号 
電話 03-3６60-4302 

  

先
月
、
知
名
度
の
高
い
男
性
歌
手
が
覚
せ
い
剤
取
締
法
違
反
と
医
薬
品
医

療
機
器
法
違
反
で
警
視
庁
に
逮
捕
さ
れ
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
。
医
薬
品
医

療
機
器
法
違
反
は
、
指
定
薬
物
「
亜
硝
酸
エ
ス
テ
ル
（
商
品
名
ラ
ッ
シ
ュ
）」

の
所
持
、
使
用
の
容
疑
で
あ
る
。 

ご
存
じ
の
通
り
、
指
定
薬
物
制
度
は
、
藤
井
基
之
議
員
の
強
力
な
イ
ニ
シ

ア
チ
ブ
と
ご
尽
力
に
よ
り
、
２
０
０
６
年
に
旧
薬
事
法
の
目
的
規
定
を
変
更

し
て
制
定
さ
れ
た
制
度
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
は
、
乱
用
の
お
そ
れ
の
あ
る
麻

薬
予
備
軍
を
新
た
に
麻
薬
と
し
て
取
り
締
ま
る
た
め
に
は
、
国
自
ら
が
当
該

品
に
依
存
性
が
あ
り
、
精
神
毒
性
が
あ
り
、
社
会
的
に
受
容
さ
れ
な
い
こ
と

を
立
証
し
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
次
か
ら
次
と
現
れ
る
い

わ
ゆ
る
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
類
に
対
し
て
は
当
時
の
法
制
度
で
は
後
追
い
に
な

ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
問
題
点
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

指
定
薬
物
制
度
で
は
、「
中
枢
神
経
系
へ
の
・
・
・
作
用
を
有
す
る
蓋
然
性

が
高
く
、・
・
・
保
健
衛
生
上
の
危
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
物
」
を
指

定
薬
物
と
し
て
取
り
締
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し
も
厳
密
な
立
証

を
求
め
て
い
な
い
。
亜
硝
酸
エ
ス
テ
ル
類
は
最
初
に
指
定
薬
物
と
し
て
指
定

さ
れ
た
化
合
物
の
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
る
。
当
時
す
で
に
亜
硝
酸
エ
ス
テ

ル
類
は
商
品
名
「
ラ
ッ
シ
ュ
」
と
し
て
、
小
瓶
に
入
っ
た
形
態
で
流
通
し
て

い
た
。
人
体
に
使
用
す
る
こ
と
を
標
榜
す
る
と
医
薬
品
と
し
て
取
り
締
ま
ら

れ
る
こ
と
を
お
そ
れ
て
か
、
名
目
上
は
ビ
デ
オ
ク
リ
ー
ナ
ー
や
液
状
ア
ロ
マ

と
う
た
っ
て
い
た
。 

ラ
ッ
シ
ュ
が
指
定
薬
物
の
規
制
対
象
に
な
っ
た
以
降
、
当
局
は
摘
発
を
積

極
的
に
行
っ
て
お
り
、
関
税
法
上
の
「
輸
入
し
て
は
な
ら
な
い
貨
物
」
と
し

て
も
指
定
さ
れ
た
の
で
、
国
内
の
乱
用
の
実
態
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
信

じ
た
い
。
し
か
し
、
男
性
歌
手
が
入
手
し
、
使
用
し
て
い
た
と
報
道
さ
れ
て

い
る
以
上
、
乱
用
は
今
で
も
存
在
し
て
い
る
よ
う
だ
。 

そ
も
そ
も
、
身
体
へ
の
危
険
性
が
あ
り
、
法
律
上
も
違
法

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
な
物
を
、
ど
う
し
て
使
用
し
よ
う
と

考
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
種
の
薬
物
の
危
険
性
・
根
の
深

さ
を
改
め
て
感
じ
る
。 

指 

定 

薬 

物 

日
本
医
薬
情
報
セ
ン
タ
ー 

理
事
長 

村
上
貴
久 

 

今
年
の
桜
の
開
花
は
、
東
京
で
平
年
よ
り
１
２
日
早
い
開
花
宣
言
と
な

り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
突
然
の
学
校
の

臨
時
休
業
や
イ
ベ
ン
ト
公
演
の
自
粛
、
更
に
花
見
な
ど
で
の
宴
会
の
自
粛

等
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
大
変
残
念
な
こ
と
に
、
２
０
２
０
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
一
年
延
期
が
正
式
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
中
国
湖
北
省
武
漢
市
か
ら
世

界
各
国
に
拡
散
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
で
は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
（
感
染
症
の
世
界
的
大
流

行
）
と
の
認
識
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
自
民
党
と

し
て
２
月
に
第
一
次
、
第
二
次
の
提
言
を
行
い
、
そ
の
提
言
を
踏
ま
え
、
政

府
に
お
い
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
対
応
策
」

を
決
定
す
る
と
と
も
に
、
予
備
費
の
使
用
に
つ
い
て
も
閣
議
決
定
さ
れ
ま

し
た
。 

国
内
の
感
染
者
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
、 

手
洗
い
や
う
が
い
の
励
行
な
ど
国
民
の
協
力
意
識
、
保
健
所
や
医
療
機
関

の
努
力
、
地
方
公
共
団
体
を
含
め
政
府
一
丸
と
な
っ
た
感
染
拡
大
防
止
の

取
り
組
み
等
に
よ
っ
て
、
爆
発
的
な
感
染
拡
大
に
は
進
ん
で
お
ら
ず
、
引
き

続
き
、
持
ち
こ
た
え
て
い
る
も
の
の
、
都
市
部
を
中
心
に
感
染
者
が
少
し
ず

つ
増
え
て
い
る
な
ど
、
一
部
の
地
域
で
感
染
拡
大
が
見
ら
れ
る
状
況
と
専

門
家
会
議
で
は
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
為
、
自
民
党
と
し
て
、
感
染
拡

大
防
止
に
向
け
た
対
策
、
マ
ス
ク
等
衛
生
資
材
の
安
定
確
保
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

の
体
制
整
備
、
国
内
の
医
療
提
供
体
制
の
整
備
、
高
齢
者
、
障
害
者
な
ど
の

福
祉
施
設
に
お
け
る
対
応
、
検
査
キ
ッ
ト
、
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
更
な
る

開
発
促
進
な
ど
に
つ
い
て
の
第
三
次
提
言
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

一
方
、
欧
米
な
ど
で
は
急
速
に
患
者
数
や
死
亡
者
数
が
増
加
し
て
お
り

ま
す
。
感
染
が
爆
発
的
に
増
加
す
る
と
、
重
症
の
患
者
に
適
切
な
医
療
を
施

す
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
医
療
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
。
そ
う
な
ら
な
い
よ

う
、
更
な
る
感
染
拡
大
に
備
え
た
医
療
提
供
体
制
の
整
備
を
進
め
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

ウ
イ
ル
ス
と
い
う
見
え
な
い
敵
と
の
戦
い
に
勝
つ
た
め
に
は
、
行
政
だ

け
で
は
な
く
、
国
民
一
人
一
人
の
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
一
刻
も
早
く
終
息
さ
せ
る

た
め
、
国
、
地
方
自
治
体
、
事
業
者
、
医
療
関
係
者
や
国
民
が
一
丸
と
な
っ

た
取
組
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
対
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令和元年 12月９日（月） 
第 200回臨時国会会期末最終日。 
１４時５０分より厚生労働委員会。 
１５時より政府開発援助等に関する（ＯＤ
Ａ）特別委員会。 

１５時５分より政治倫理の確立および選挙
制度に関する特別委員会。 

１５時５０分より決算委員会。 
１６時３０分より本会議。 

 
令和元年 12月 17日（火） 

令和 2年度社会保障関係費予算案。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和２年１月 20日（月） 

第２０１回通常国会が召集されました。 
１０時より本会議。 
１３時より天皇陛下をお迎えし、開会式。 
１５時４０分より本会議。 

 
 
 
 
令和２年１月 29日（水） 

１５時２５分より参議院予算委員会で国会
質問に立ちました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和２年２月 5日（水） 

朝 9時から党政調・新型コロナウイルス関
連肺炎対策本部の会合に出席しました。 
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藤井もとゆき国会日記 その１ 

深夜までかかるのでは？と噂されていた国会最終
日。何故か野党サイドからの内閣不信任案提出は無
く、１６時３０分に開催された本会議は約５分間で
終了、国会は閉幕しました。拍子抜けの感が残る最
終盤でした。 

大臣折衝の結果、令和元年度比プラス 4100 億円
程度。診療報酬は 0.55％増（国費 600億円程度）、
ただし内 0.08％は救急病院における勤務医の働き
方改革対応分とされたため、残り 0.47％が各科に
配分。医科は 0.53％増、調剤は 0.16％増の改定
率、その根拠等が不明確であった「外枠」措置は今
回設定されませんでした。 
薬価は市場再算定分を含むと 0.99％減、市場再算
定分を除く 0.98％減（国費 1100億円程度）のう
ち実勢価対応分は 0.43％（国費 500億円程度）。
その差 0.55％分は 10 月実施の薬価引き下げの財
政影響ということでしょうか？ 

１０時より本会議、議席の指定および 7つの特別委
員会の設置が採決されました。 

１５時４０分より再開された本会議で、安倍内閣総
理大臣による施政方針演説、茂木外務大臣による外
交に関する演説、麻生財務大臣による財務に関する
演説、および西村国務大臣により経済に関する演説
が行われました。 

久しぶりの予算委員会での国会質問です。TV 中継
入りでの質問、持ち時間 36 分です。現在大きな問
題となっております新型コロナウィルス感染症関連
問題についてその対策、中国武漢市からの邦人帰国
について、これから開催予定となっております東京
オリンピック・パラリンピックへの対応について、
豚コレラ、ＣＳＦ（ブタ熱）関連、科学技術レベル
アップ対策、少子化対策及び育児休暇取得関連につ
いて質問を行いました。 

２月 3日横浜港に入港したクルーズ船「ダイヤモン
ド・プリンセス号」の検疫状況の報告がありました。
273人分の検体を採取し、結果の判明した 31名中
10 人（日本人 3 人）が陽性と確認され、神奈川県
内の医療機関に搬送されたとのこと。乗客・乗員約
3700人の検疫は依然続きます。 
会合での議員の意見は、大別すると、医療に関わる
ものとともに政治的意見の 2 つです。状況は時々
刻々変化していますが、自民党政調としては明日に
でも提言を取りまとめ、総理に手交の段取りで動い
ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年２月 7日（金） 
１０時３０分、総理官邸で、「新型コロナウ
イルス関連肺炎対策本部」提言を安倍総理
大臣に申し入れました。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
令和２年２月 17日（月） 

ODA 特別委員会・国内視察ミッションの
一員として一泊二日で大阪・兵庫へ出張。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和２年３月 12日（木）. 

WHOがパンデミック宣言をしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
令和２年３月 18日（水） 

１３時よりの厚生労働委員会にて質問に
立ちました。 

 
 
 
 
令和２年３月 21日（土） 

19 時より党本部で「北朝鮮核実験・ミサ
イル問題対策等本部役員会」に出席。 
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藤井もとゆき国会日記 その２ 

２月６日まで４回の会議を行いとりまとめた、自民
党政調「新型コロナウイルス関連肺炎対策本部」提
言を安倍総理大臣に申し入れました。本部長代理を
務める小生も岸田政調会長、田村本部長らに同行致
しました。総理からは提言内容を十分検討するとの
発言があり時々刻々状況が変化するなか、政府の対
応も大変です。方向性に誤りなきよう、党としても
最大限の協力をしていきます。 
 

現在大きな問題となっております新型コロナウイル
ス感染症について不安材料として、いつ終息するか、
ワクチンなどの治療薬はいつできるのかということ
ですが、以前のＳＡＲＡＳ、ＭＡＲＡＳの治療薬もまだで
きていない理由についての質問、抗菌薬の供給問
題、薬価についての質問を行いました。 

２月１６日に訪れた「大同工業所」は血小板保存・
輸送技術でミャンマーの血液事業に、雷技術一筋の
「音羽電気工業」はルワンダの雷害対策に貢献して
おり、共にユニークなビジネス活動で、その説明等
は興味を引かれるものでした。今後ますますの社業
発展と、引き続く国際貢献を！ 
ＪＩＣＡ関西の隣には「人と防災未来センター」が
あります。阪神淡路大震災は１９９５年でした。 
あれから２５年経ち、改めて当時のことを思い起こ
しました。 

早朝（未明）「WHO がパンデミック宣言」とのニ
ュースが流れ込んできました。（パンデミックとは
感染症が制御不能で大規模に流行している状態。
WHO はインフルエンザについてのみ用いるとの
ことです。）何故この時期に、との感を抱きますが、
中国に端を発した本感染症は、既に世界の感染者数
は 12 万人を超え、死者は約 4600 人とか。海外
の感染状況等に今まで以上に注視する必要はあり
ますが、我が国の新型コロナウイルス感染症の医療
上の対応に本質的変化は必要なしと考えます。治療
薬、ワクチン等の開発が急がれます。 
 

北朝鮮が、複数の弾道ミサイルとみられるものを発
射し、いずれも日本のＥＥＺ＝排他的経済水域の外
側に落下したと推定されるとの発表を受けて、19
時より自民党本部で「北朝鮮核実験・ミサイル問題
対策等本部役員会」が開かれ出席いたしました。 
世界が、新型コロナウイルス対応でてんてこ舞いの
なか、北朝鮮は今月３度目のミサイル発射です。 
新型コロナウイルスとは、無関係と言う北朝鮮です
が、実際は新型コロナウイルス禍との説も聞こえて
きますが・ ・ ・ 
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藤井基之国会事務所 
 
〒100-8962  
東京都千代田区永田町 2-1-1 
   参議院議員会館 1218号室 

 ０３－６５５０－１２１８ 
Fax ０３－３５９７－９３９３ 

藤井基之浜町事務所 
 
〒103-0007  
東京都中央区日本橋浜町 2-35-7 
         島鶴ビル 601 号 

 ０３－３６６０－４３０２ 
Fax ０３－３６６０－４３２８ 
 

もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している
政治資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴
した人々の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手
連」とも通称しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事
務所にお問い合わせください。 
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。 
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。 

 

もとゆき会入会の案内 

 

もとゆき会 HP： 
http: //www.fujii.tv/ 

ある外資系女子、第二の人生 

３年前の冬、私は会社を辞めた。お医者からある病名を告げられ、即
刻出社停止の指示が下ったのだ。 
 療養生活は心身の苦しさに会社への罪悪感が募り、恐怖と不安が加
わった。少し冷静になると、今度は病気の悲惨な現実を知った。これ
からどうなるのか。私には趣味もない。仕事を取ったら何も残らない。
生きている価値があるのか。 
 私はグローバル会社の日本オフィス立ち上げで医薬開発を担当して
きた。不遇の時もなんとか乗り越え、次の機会に恵まれ、困難も努力
で克服できると思っていた。しかし自信は砕け散った。傲慢に天罰が
下ったのだ。 
 幸い友達が居てくれた。生存確認に近くまで会いに来てくれる。禁
止されていたが、お酒を飲んでいる時だけは元気になれた。ある友人
は、一緒に近くのお寺で観音経を教えてくれた。一連の所作で読経し、
仏様や先祖、両親に感謝を伝え、救いを求めることが私の日課になっ
た。 
 トレードも始めた。図書館やオンラインセミナーを利用し、やがて
朝から夜まで忙しいトレーダーの１日が始まった。それは未知の業界
と日々変わる社会や経済情勢への興味を広げてくれた。 
 夏頃、友人たちがコンサル業務に私を誘ってくれた。現役時代と同
様グローバル会社の立ち上げオフィス。彼らの支えもあって感覚が戻
ってきた。すると、海外の友人から次々仕事の依頼が来るようになっ
た。 
 遠出ができるようになり、「坂の上の雲」の世界を訪ねた。旧海軍兵
学校・現海上自衛隊幹部学校である。私は覚醒し、無知を恥じた。戦
後の繁栄や平和は先人の犠牲のお陰であり、今は日々鍛錬し有事・災
害支援と国民のために任務遂行する自衛隊の存在があるお陰だ。私は
多くの現場を訪れ歴史を知り、敬意と感謝を込めて自衛隊の支援をし
たいと思うようになった。知り合う方々も増えた。厳しい世界なのに、
みな凛々しく、頼もしく、優しく、利他心に溢れている。後で知るの
だが、枕崎にある私のお経のご本山は、戦艦大和の映画撮影の際、海
底に沈んだ英霊たちに鎮魂の祈りを捧げたそうである。すごい縁では
ないか。 
 そして、４月からある会社にお世話になることになった。苦しい時
に支えてくれたご縁の方々に心から感謝する。私の活動範囲と興味は
無限に広がった。もう仕事がなくなったら何も残らないなんて思わな
い。もうすぐ外資系女子の第二の人生が始まる。 
 
 
 

もとゆき会会員 新村 木実  

（アルジェニクスジャパン株式会社 薬事部門ディレクター）
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